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           【独自ブランド品開発（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）銘柄集約 

① 同一成分・複数銘柄の集約に加え、県域推奨品や栽培暦等で設定したもの 

を「重点品目」と位置づけ、銘柄集約を促進することで効率的な保管体制に 

よる在庫の圧縮を図ります。  

② 県内全地区の仕入を県域ＪＡ本所に集中することで、一括仕入れの割合を 

 拡大し、仕入れコストの圧縮に努めるとともに、予約購買へ重点を置き事前 

予約注文を積み上げることでスケールメリットの発揮による供給価格の引き 

下げを目指します。 

 

【系統結集による集中購買（イメージ）】 
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（２）合理的な運営体制の整備 

① 農機センターの施設老朽化が進む中、地域性を考慮した拠点集約や体制整

備、また、重整備施設の設置を段階的に検討し、運営体制の強化と効率的で

高度な整備対応に取り組みます。併せて、実態を踏まえた適正な作業整備料

金の統一を図ります。 

 

【拠点域（地区）を越えた運営体制（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 農業機械整備士の要員が不足する中、計画的な人材育成により専門職の技 

術力を向上させ、技術の共有化と継承を図るとともに、迅速な対応と計画的 

な整備によりサービス向上と農業機械使用年数の長期化を図ります。 

③ 現在、電気自動車やハイブリット車の需要が高まっており、整備技術はよ 

り高度な技術が求められています。自動車整備士の技術向上に向けて、研修 

会・講習会へ積極的に参加し、技術者育成に取り組みます。 

④ 統一販売車種の設定によるスケールメリットを活かした有利購買を行い、 
組合員への価格メリット還元を目指します。 

また、軽貨物から中型貨物車の車検対応強化を行ない、迅速な対応とサー 
ビスに心がけて組合員満足度向上を図ります。 
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５．生活購買事業 

 

（１）生活インフラ機能の発揮 

① 食材宅配のインフラ機能を活用し、生活関連商品の宅配、地域の見守りへ 

の取り組みを検討します。 

（ア）ＪＡ購買店舗、Ａコープ店舗、産直店舗の取扱商品（日用品、調味料、 

野菜等）の宅配 

（イ）高齢者・単身世帯への宅配と合わせた声掛け 

 

  【食材宅配を活用したインフラ機能（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「ＪＡくらしの宅配便」によるネット通販に取り組みます。 

（ア）インターネット注文により、食料品やくらしの商品を必要な時に必要な 

  量を、短いリードタイムで組合員（会員）の自宅まで宅配 

 

  【ＪＡくらしの宅配便（イメージ）】 
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